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決算審査は  87質疑・230分平成30年度決算
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　議
会
で
可
決
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効
果
を
精
査
し
、
住
民
に
代

わ
っ
て
評
価
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編
成
や

行
政
執
行
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
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●地方債とは、町が会計年度を超えて行う借入れのことです。
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わが町の
財　政　力

　
自
主
財
源
比
率
が
低
い
財

政
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
有

利
な
財
源
を
確
保
し
、
厳
し

い
財
政
を
支
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
施
策
に
お
い
て
は
、
子
育

て
や
教
育
環
境
の
整
備
、
定

住
に
向
け
た
住
宅
施
策
な
ど

に
つ
い
て
評
価
す
る
。
完
成

し
た
日
本
の
紅
を
つ
く
る
町
推

進
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、

紅
花
振
興
と
地
域
活
性
化
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
、ま
た
、地

域
づ
く
り
推
進
交
付
金
は
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
継

続
実
施
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

　
庁
舎
の
新
築
に
つ
い
て
は
、

職
員
一
丸
と
な
り
遂
行
さ
れ

た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
を
表

す
る
。

　
��
月
か
ら
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
は
、
町
の
経
済
に
も

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
混
乱
の
な
い
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
も
町
民
第
一
の
姿
勢

を
忘
れ
ず
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
お
願
い
し
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

　
平
成
��
年
度
の
財
政
状
況

は
、
実
質
収
支
が
６
億
円
を

超
え
、
経
常
収
支
比
率
は
前

年
度
か
ら
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
��
・
２
％
と
な
っ
た

が
、
硬
直
化
し
た
状
況
は
続

い
て
い
る
。
財
政
力
指
数
は

０
・
２
８
８
と
低
い
が
０
・
０

０
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。

　
町
税
は
町
民
税
な
ど
の
増

加
で
０
・
３
％
増
加
し
、
全

体
の
収
納
率
も
上
昇
し
た
。

　
主
な
事
業
で
は
、
子
育
て

支
援
、
教
育
・
福
祉
関
連
施

設
整
備
、移
住
・
定
住
対
策
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
、
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設

整
備
事
業
な
ど
、
町
政
の
重

要
課
題
に
お
い
て
積
極
的
な

事
業
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
す
る
。

　
た
ゆ
ま
ぬ
行
財
政
改
革
を

推
進
し
、
計
画
的
・
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な
事

業
を
展
開
し
、
町
民
の
福
祉

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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町
民
第
一
の
姿
勢
を

笹
原
俊
一 

議
員

町
民
福
祉
の
向
上
に
期
待

（万円未満は端数を調整）
※「収益的」は事業に係る収入と支出。「資本的」は施設・設備に係る収入と支出。
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財 政 力 指 数

経 営 収 支 比 率

実質公債費比率

高いほど自主財源の割合が高く、財政力が強い。

低いほど独自の政策のために使えるお金が多い。

収入に対する負債返済の割合。
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